
－泉南の魅力をあつめた－郷土カルタづくり　ニュースレター　

第 4回　ワークショップ

決定しました！50個の
「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」04

日時：平成27年1月14日（水）

	 10：00～11：30

場所：泉南市埋蔵文化財センター　参加人数：13名

■107→193→71→76→58→61→50で確定
これまで話し合いを続けてきたのは「カルタにして伝え

たい泉南の魅力」を決めるため。この日の話し合いで、

確定することが目標です。

まずは、カルタの枚数を決めて、その数に合わせて「カ

ルタにして伝えたい泉南市の魅力」を絞り込むといっ

た手順で話を進めました。

■めざせカルタ大会、詳細は 3月に発表
カルタ完成までの今後の予定と、必要になる作業を説

明し、最後にカルタ大会開催の野望を共有（？）。春か

らは新メンバーも募集しながら進めることとします。

＊＊今回のニュースレターは、経過がわかるように、順を追って記載しています＊＊

■「を」「ゐ」「ゑ」「ん」もつかおう！

　実はこれまで、カルタとは何枚あるものなのか？まったく調べていなかった事務局担当者。調べてみると、「あ

いうえお」だと、最大 48字。「いろは」だと、最大 47字（「を」がない！）。「を」「ゐ」「ゑ」「ん」を抜いたら 44

字になります。いろんなカルタを見た結果、特に決まった枚数がないと判断。話し合いで、決めることにしました。

　要は「を」「ゐ」「ゑ」「ん」を扱うかどうか。結果、すべて読み札として扱うこととしました。現代仮名遣いのな

かで使うことはない文字ですが、昔から使われてきた歴史（文化的価値）を重視した結果です。ここまでで、48個

の「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」を決めることが目標となりました。

【参考】歴史的仮名遣いで「ゐ」「ゑ」が含まれる語「Weblio 辞書より」--------------------------------------------

「ゐ」が使われるのは　紫陽花（あぢさゐ）、藍（あゐ）、乾（いぬゐ）、位（くらゐ）、紅（くれなゐ）、敷居（し

きゐ）、芝居（しばゐ）、潮騒（しほさゐ）、鳥居（とりゐ）、率いる（ひきゐる）、参る（まゐる）、用いる（も

ちゐる）、基（もとゐ）、井・堰（ゐ）、猪（ゐ）、亥（ゐ）、居（ゐ）、藺（ゐ）、藺草（ゐぐさ）、居丈高（ゐ

たけだか）、田舎（ゐなか）、威張る（ゐばる）、居る（ゐる）など。

「ゑ」が使われるのは　礎（いしずゑ）、植える（うゑる）、飢える（うゑる）、声（こゑ）、梢（こずゑ）、末（す

ゑ）、据える（すゑる）、杖（つゑ）、巴（ともゑ）、微笑む（ほほゑむ）、故（ゆゑ）、所以（ゆゑん）、描く（ゑ

がく）、抉る（ゑぐる）、餌（ゑさ）、酔ふ（ゑふ）、笑み（ゑみ）、笑む（ゑむ）、槐（ゑんじゅ）など。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

■最終的に 50 個の「カルタにして伝えたい泉南の魅力」を紹介することで確定
　つぎにカルタの枚数（48枚）を目標に、絞り込みを開始。基準は「カルタにして伝えたい」ものかどうか。絞り

込む方法は、まずは「追加」がないか確認し、「合体」させ、最後にどれにするか「選択」しました。より多くのア

イデアが盛り込めるようにしたかったからです。途中「追加」するものや、

やっぱり「分解」したほうがよいものも再確認。最後に 50個まで絞り込

むことができましたが、「合体」も「選択」もできない状態に。

　どうしたものかと考えていたところ、メンバーさんから選び方について

の提案がありました。「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」だけれども、

「カルタを使う人」にぜひとも知ってほしいものなのか、それとも「広く

一般に知ってほしい」ものなのかで考えてみてはどうかというもの。前者

であれば、カルタで遊ぶたびに必ず読み上げるので「カルタを使う人」に

は必ず知ってもらえます。後者であれば、カルタで遊ばないとわからない情報ではなく、カルタの箱を手に取るだ

けで目につく＝知ってもらうことができます。提案された考え方で話った結果、ひとつ（子どもの権利条例）はカ

ルタの箱書きに表現し、もう一つ（泉南市のまちについての説明）は「49枚目のカルタ」として、扱うことに決定。

最後は各小学校区への振り分け。偏りを考えながら、地域的なかかわりがあったりするものを選びました。

■今後のごあんない■
これからは、作業ごとにわけてチームで活動します。

「絵札のうらチーム」以外は、新メンバーの募集を行

うことでより多くの人にかかわってもらえる機会を作

ります。

■カルタ完成までの予定■
２月～ 3月 ------------------

「絵札のうらチーム（仮）」
　「タイトル」+「説明」作成＝小学生への引継ぎ文書

3月 ------------------

「絵札のおもてチーム（仮）」
　作画用の写真撮影＝作画の意見＝絵札のレイアウト

９月～１０月 ------------------

「箱と札のデザインチーム（仮）」
　札のデザイン、　箱をどんな絵柄など

９月～１２月 ------------------

「カルタ大会チーム（仮）」
　カルタ大会の企画運営+大会プロモーション

・遊び方を考える（アートカードみたいな使い方など）

問合せ・ご意見は、　泉南市埋蔵文化財センターまで
TEL:072-483-6789　　

メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp
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確定！ 50個の「カルタにして伝えたい！泉南市の魅力」　＊「子どもの権利条例」に関する紹介は、カルタの箱に記載することとする。

【今後の作業】これらの項目ごとに、「項目タイトル」+「説明書き＝絵札の裏（300文字程度）」+「見本の句」+「位置図」にまとめて小学校へ句づくりの素材として提示する


